
企
業
の
社
会
活
動
の
実
態
を
把
握
し
、

施
策
の
体
系
化
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、

企
業
の
社
会
貢
献
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
実
態
に
関
す
る
調
査
を
行
っ

た
。

　
調
査
は
平
成
七
年
二
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
行
っ
た
。
対
象
は
市
内
に
立

地
す
る
企
業
一
、
〇
〇
〇
社
で
あ
る
。

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
、

回
答
が
あ
っ
た
企
業
の
う
ち
積
極
的

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業
に
は
、

個
別
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
も
行
っ
た
。

有
効
回
答
は
三
八
七
票
（
三
八
・
七

％
）
で
あ
る
。

　
企
業
は
社
会
貢
献
・
企
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
「
営
利
事
業
と
は
別
に
貢
献
す
る

べ
き
」
と
い
う
積
極
的
な
意
見
が
多

い
（
三
八
％
）
。
こ
れ
に
対
し
て

「
本
来
の
企
業
活
動
の
範
囲
で
す
れ

ば
よ
い
」
は
少
数
（
一
三
・
四
％
）

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
（
図
－
１
）

　
で
は
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。

　
　
「
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
」
（
五
四
・
三
％
）
や
「
企
業
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
」
（
四
六
・
八
％
）

と
い
う
間
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
あ
げ

る
の
が
多
い
。
ま
た
「
見
返
り
を
期

待
す
べ
き
で
は
な
い
」
（
三
四
・
四

％
）
も
根
強
い
。
こ
れ
に
対
し
て

「
販
売
促
進
に
つ
な
が
る
」
（
一
・
八

％
）
と
い
う
直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
を

あ
げ
る
の
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

（
図
－
２
）

　
以
上
か
ら
見
る
と
、
企
業
は
、
営

利
事
業
と
は
別
に
、
ま
た
、
直
接
的

な
メ
リ
ッ
ト
を
求
め
ず
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
い
う
模
範
的
な
答
え
に
な

る
。

　
し
か
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
で
は
、

別
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

　
Ａ
社
は
、
地
元
金
融
機
関
で
あ
る
。

金
融
の
自
由
化
時
代
を
迎
え
金
融
機

関
間
の
競
争
は
激
し
さ
を
加
え
て
い

る
。
Ａ
社
は
資
本
力
、
宣
伝
力
に
勝

る
都
市
銀
行
に
対
抗
す
る
た
め
、
地

域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
社
屋
や
ロ
ビ
ー
で

の
展
示
、
町
内
会
の
集
ま
り
や
ダ
ン

ス
教
室
の
た
め
に
会
議
室
の
貸
出
し
、

さ
ら
に
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
後

援
な
ど
を
、
ほ
と
ん
ど
の
店
舗
で
行
っ

て
い
る
。

　
こ
の
ヶ
Ｉ
ス
の
よ
う
に
、
企
業
は
、
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調
査
の
概
要

　
企
業
市
民
と
い
う
言
葉
を
最
近
、

よ
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
企
業
市
民
の
理
念
は
、
企
業
も
市

民
と
同
じ
地
域
社
会
の
一
員
で
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
と
す
る

考
え
方
で
あ
る
が
、
こ
の
理
念
が
、

企
業
と
地
域
を
結
び
つ
け
、
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
に
幅
と
深
み
を
与
え
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
市
民
の
な
か
か

ら
企
業
市
民
が
語
ら
れ
る
意
義
は
大

き
い
も
の
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
自
治
体
側
は
、
企
業
が

地
域
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
、
ど

ん
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
か
、
そ

の
実
態
を
十
分
に
把
握
し
て
い
な
い
。

　
だ
が
、
「
豊
か
な
」
社
会
の
実
現

に
は
市
民
や
企
業
の
参
加
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
早
急
に

企
業
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か

①
－
社
会
貢
献
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

　
　
つ
い
て
の
考
え
方

①

調
査
＆
政
策
研
究

企
業
市
民
の
参
加
と
ま
ち
づ
く
り

■
松
下
啓
一

図一２ 社会貢献・企業ボランティアのメリット



地
域
社
会
で
共
感
を
得
ら
れ
る
か
ど

う
か
が
、
市
民
の
消
費
行
動
を
左
右

す
る
と
考
え
て
い
る
。
社
会
貢
献
・

企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
事
業

活
動
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

②
－
現
在
行
っ
て
い
る
活
動

　
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
何
ら
か
の
活

動
を
し
て
い
る
（
九
〇
％
）
。

　
具
体
的
な
活
動
で
最
も
多
い
の
が

「
地
域
の
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
、
協
賛
」
（
五
三
・
五
％
）
で
あ

る
。
次
い
で
、
「
災
害
時
の
被
災
や

被
災
者
へ
の
援
助
」
（
五
一
・
八
％
）

が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
「
奨
学
金
」

「
財
団
・
基
金
の
設
立
」
の
よ
う
に

一
朝
一
タ
で
は
で
き
な
い
も
の
、

「
社
屋
や
グ
ラ
ン
ド
の
開
放
」
の
よ

う
に
管
理
問
題
が
伴
う
も
の
に
は
消

極
的
で
あ
る
。

③
－
始
め
た
き
っ
か
け

　
「
企
業
と
し
て
当
然
」
（
四
三
・

七
％
）
が
最
も
多
く
、
「
イ
メ
ー
ジ

向
上
」
（
三
八
％
）
も
多
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
「
住
民
や
行
政
か

ら
求
め
ら
れ
て
」
（
二
二
％
）
「
他
社

が
や
っ
て
い
る
」
　
（
六
・
三
％
）
は

少
な
い
。

　
　
「
企
業
と
し
て
当
然
」
の
意
味
を

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
み
る
と
、
社
会
の

雰
囲
気
に
敏
感
に
反
応
す
る
姿
と
、

横
並
び
意
識
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
Ｂ
輸
送
機
械
メ
ー
カ
ー
で
は

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
「
企
業
は
家
と
同
じ
で
、
地
域
社
会
。

で
家
ど
う
し
の
つ
き
あ
い
が
あ
る
よ

う
に
、
必
要
な
付
き
合
い
は
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
最
を
ま
ず
い
の
は
、

自
分
だ
け
付
き
合
い
か
ら
は
ず
れ
て

し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
」

④
‐
業
績
と
取
組
み
の
変
化

　
こ
こ
数
年
、
経
済
環
境
が
悪
化
し

て
い
る
中
、
取
組
姿
勢
に
「
変
化
が

な
か
っ
た
」
（
三
四
・
三
％
）
と
い

う
企
業
が
多
い
。

⑤
－
外
部
か
ら
の
評
価

　
外
部
か
ら
の
評
価
を
「
望
む
」

「
ど
ち
ら
で
も
」
「
望
ま
な
い
」
が
ほ

と
ん
ど
同
じ
割
合
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
企
業
の
本
音
は
微
妙
で

あ
る
。
評
価
さ
れ
る
の
は
好
ま
し
い

が
、
売
名
と
受
け
取
ら
れ
て
も
困
る
。

こ
の
微
妙
さ
が
結
果
に
表
わ
れ
て
い

る
。
（
図
一
３
）

⑥
－
今
後
に
つ
い
て

　
　
「
現
状
維
持
」
が
最
も
多
い
（
四

六
・
四
％
）
。
経
済
の
低
迷
に
も
か

か
わ
ら
ず
「
積
極
的
に
進
め
て
い
き

た
い
」
が
比
較
的
多
い
（
①
六
・
三

％
）
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

⑦
一
行
政
に
対
し
て
望
む
も
の

　
　
「
地
域
が
求
め
て
い
る
こ
と
を
提

示
す
る
」
（
四
八
・
八
％
）
が
最
も

多
く
、
次
い
で
「
情
報
を
提
供
す
る
」

（
四
二
・
一
％
）
、
「
市
民
や
社
会
の

理
解
を
求
め
る
」
（
四
一
　
・
九
％
）

で
あ
る
。

調
査
＆
政
策
研
究
①
企
業
市
民
の
参
加
と
ま
ち
づ
く
り

ま
と
め

　
企
業
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
は
施
策

に
な
り
得
る
の
か
、
な
り
得
る
と
す

れ
ば
ど
う
進
め
る
か
と
い
う
観
点
か

ら
整
理
し
て
み
よ
う
。

①
経
営
環
境
が
悪
化
す
る
な
か
、
地

域
と
良
好
な
関
係
を
つ
く
り
、
企
業

イ
メ
ー
ジ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

企
業
の
生
き
残
り
戦
略
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
。

②
企
業
は
社
会
活
動
の
再
構
築
を
模

索
し
始
め
て
い
る
。
効
果
的
、
効
率

的
な
活
動
は
何
な
の
か
企
業
は
考
え

始
め
て
い
る
。

③
企
業
は
社
会
の
動
向
に
敏
感
で
、

横
並
び
意
識
が
強
い
。
一
部
企
業
の

積
極
的
な
取
り
組
み
が
全
体
を
底
上

げ
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
企
業
が
社
会
貢
献
・
企
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
ニ
ー
ズ
は

比
較
的
高
く
、
施
策
と
し
て
の
体
系

化
は
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
ど
う
進
め
る
か
。

①
調
べ
て
み
る
と
、
意
欲
的
な
人
、

企
業
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
人
と
情
報

交
換
す
る
場
が
欲
し
い
。

②
企
業
の
取
組
み
は
必
ず
し
も
能
動

的
と
は
い
え
な
い
。
掘
り
起
こ
し
の

た
め
の
普
及
・
啓
発
施
策
が
必
要
で

あ
る
。

③
自
主
性
が
社
会
活
動
の
基
本
で
あ

る
。
企
業
行
動
を
誘
導
・
支
援
す
る

施
策
と
し
て
、
表
彰
や
マ
ス
コ
ミ
発

表
が
考
え
ら
れ
る
。

④
当
面
の
目
標
は
、
こ
う
し
た
動
き

の
組
織
化
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　
今
回
の
調
査
で
も
、
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
に
「
で
き
る
範
囲
で
参
加
・

協
力
・
利
用
し
た
い
」
が
大
多
数
で

あ
っ
た
（
図
－
４
）
。
セ
ン
タ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
が
明
確
で
な
い
中
、
こ
の

結
果
を
も
っ
て
早
急
な
結
論
は
出
せ

な
い
が
、
企
業
は
市
民
と
の
交
流
の

場
を
期
待
し
て
い
る
と
み
る
の
は
聶

厦
偏
頗
に
す
ぎ
よ
う
か
。

　
め
ざ
す
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

型
社
会
－
地
域
社
会
の
構
成
員
が
互

い
に
「
市
民
」
と
し
て
社
会
的
役
割

を
踏
ま
え
、
協
力
し
あ
う
社
会
－
で

あ
る
。
街
づ
く
り
に
限
ら
ず
、
環
境
、

福
祉
、
文
化
、
教
育
な
ど
ま
ち
づ
く

り
の
様
々
な
分
野
で
、
企
業
市
民
を

め
ぐ
る
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
る
こ

と
に
期
待
し
た
い
。

Λ
都
市
計
画
局
企
画
調
査
課
課
長
補

佐
Ｖ

市民や行政等外部からの評価を望むかまちづくりセンターの活動に参加・協力・利用する意向があるか

59●

図一４ 図一３


	page1
	page2

